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第７期第３回河内長野市市民公益活動支援・協働促進懇談会 会議録 

 

日  時：平成２９年１月１０日（火） １５：００～１７：００ 

会  場：市役所６階 ６０２会議室  

出席委員：久、湯川、上石、佐川、玉﨑、永田、西村、波多江 

事務局：緒方、古谷、山田、武部、芝 

 

 

１．開会 

 

２．案件 

①地域まちづくり協議会の活性化について 

②協働事業の促進について 

③その他 

 

３．閉会 

 

①地域まちづくり協議会の活性化について 

※資料１、２に基づき事務局説明 

 

久 会 長：何かご質問ありませんか？ 

情報提供ですが、宝塚市ではまちづくり協議会ができて２０年経つのですが、

まだまだしっくり馴染んでいないところがありまして、私も含めた専門家５

人で地域に入らせていただいて報告書を作りました。何が問題なのか整理を

して、この懇談会と同じように協働のまちづくり促進委員会という組織があ

りますので、そちらに引き継いで、現在は、まちづくり協議会の運営のため

のガイドブックを作り、今年度中に協議会に配ろうということになっていま

す。２０年経っても、自治会・町会とまちづくり協議会がどのような関係を

築けばいいのかというところが各地域でバラバラです。もっと具体的に言え

ば、河内長野市でも地区福祉委員会は校区単位で動いていると思いますが、

その地区福祉委員会と地域まちづくり協議会がどのような関係を持てばいい

のかというところも併せて、自治会・町会との関係以外の整理も必要になっ

てきています。そこをどのように地域が考えるかと同時に、市役所がまちづ

くり協議会をどのように位置付けていくのかということが重要であると思い

ます。具体的にいえば、市役所から自治会・町会にお願いすることがたくさ

んありますし、これからも出てくると思いますが、そのパートナーを自治会・

町会にするのか、まちづくり協議会にするのか、それとも両輪でいくのか、

そのあたりは市役所の姿勢が地域を混乱させる要因になっているということ

が宝塚市の事例で見えてきました。防災にしろ、福祉にしろ、地域の方々が

色々な団体をパートナーにして協働をしていますが、そのパートナーがみん



2 

 

な違うわけです。そこを宝塚市では整理をして、とりあえずはまちづくり協

議会にパートナーになっていただいて、そこでふさわしい団体や部会に繋ぐ

窓口をやっていただいたらどうか、また直接団体に声をかけないよう整理で

きませんかと市役所に委員会からお願いをしています。これは地域の問題で

もありますが、市役所側が地域のパートナーとしてどのように考えていくの

かという整理も必要だと思います。 

それに関連して何かありませんか？ 

 

永 田 委 員：私は千代田のまちづくり協議会の事務局をしており、地区福祉委員会と老人

会のみなさんにまちづくり協議会に協力してくださいとボールを投げたので

すが、何かガードをされているように思いました。老人会の組織に入って来

ないでほしい、また福祉委員会のことは自分達でしますというように構えら

れており、垣根があって、それを超えるのが難しいと感じています。まちづ

くり協議会へ入ると、自分達の活動がまちづくり協議会にとられてしまう、

そのような考え方を持っている方もいるのではと思います。そのあたりが非

常に難しいと思っています。 

 

久 会 長：おっしゃる通りです。宝塚市でもうまくいっているところもありますが、同

様のことが起きているところもあります。もっと具体的にいえば、補助金の

話が出ましたが、宝塚市ではまちづくり協議会に対して６０万円の補助金を

出しています。自治会は自治会費を集めていますから、その１０倍以上の予

算を持っているわけです。自治会の役員でまちづくり協議会をあまりよく思

っていない方は、うちは膨大な予算で色々な行事をやっているが、まちづく

り協議会は６０万円では何もできないだろうというような言い方を未だにさ

れています。そのような意味では永田委員がおっしゃったように、今、河内

長野市では４０万円の元手で、みなさん必死にがんばっていらっしゃいます

けど、本当は自治会にもお金があるし、福祉委員会にも社会福祉協議会がら

みでお金が入ってくるし、色々なところがお金を持っているわけです。そこ

にお金をあまり持っていないまちづくり協議会が声をかけると、お金目当て

じゃないかとか、活動を横取りされてしまうのではないかというように見ら

れてしまいます。 

 

永 田 委 員：もう一つ、私がまちづくり協議会を設立しませんかとボールを投げたのは、

元々商店街の役員を長い間やっていまして、商店街が段々さびれてきており、

空き店舗もたくさんあることから、このまま放っておけば商店街もだめにな

ると思ったからです。店主は店舗には住んでいないので、商店街にはそもそ

も自治会がありません。そこで商店街で自治会をつくろうと言っても、そん

なの必要ないというわけになるわけです。そのあたりもあって、自治会をつ

くりたくてもつくれませんでした。そこで問題になったのが、商店街の会員

が亡くなった場合、葬式をどうするかということです。結局自分が３回葬式
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をあげました。本当は自治会がやるべき仕事だと思うのですが、自治会がな

いため、商店街がやらないと仕方がないので、自治会館に物品を寄付して、

その代わりに自治会館を借りて葬式をあげました。そのようなこともあり、

現在は自治会と商店街が仲良くなりました。そして、こういう姿をいつまで

も放っておいてはいけないということで、商店街のメンバーも自治会と一緒

になって、共に栄え、活性化できるよう体制づくりをしようと立ち上がった

のが、千代田小学校区のまちづくり協議会です。まちづくり協議会を立ち上

げてよかったと思っています。 

 

久 会 長：組織が脆弱若しくは所属する組織が無い方にとっては、このような組織の有

効性というのが非常にわかるのですが、既にお金もあり、活動もできている

組織にとっては、別にまちづくり協議会をつくってもらわなくても困らない

ということになるのです。なかなかこのあたりは全国的にも苦戦していると

ころが多いのですが、実際に宝塚市では、先ほど申し上げたようにガイドブ

ックづくりをしており、その素案があるのですが、そこには二つ大きな柱が

あります。まず一つは、色々なものを決めるときにみんながしっかりと参加

できるようになっているかということです。実際にはそれをチェックシート

にして考えてもらいましょうということなっています。本当に色々な住民の

方が入って議論をし、自分の声が反映されているような運営を毎回やってい

るかということをチェックしてもらうことが目的です。もう一つは実際に動

いていたり、やりたいことを持っている人もたくさんいますが、自分がやり

たいことを協議会の中でできるようになっていますかということです。やら

されているのではなくて、自分が地域のためにやりたいことが、やりたい人

達に担い手として関わってもらえるような参加型の運営になっていますかと

いうのが二つ目です。この二つをしっかりとチェックしてもらうことで、そ

こがどういう形にしろ、協議会がみんなのものになっていくはずであるとい

う非常にわかりやすいストーリーを作っているところです。ちなみに地域別

計画は全ての小学校区にあると思いますが、関わられた方いらっしゃいます

か？それがどれだけたくさんの人の声を集めた計画づくりになっていたかど

うかということが重要です。もっと具体的に言えば、ワークショップやホワ

イトボードミーティングのようにみんなで寄って話をして、まとめあげてい

く会議ができるようになることがわかりやすい評価指標になります。一部の

人が決定し、下ろしてくるというやり方ではなくて、みんなで集まって声を

出しあって、その声を拾いながら一つのものにまとめていくような会議が地

域の中に増えていけば、色々な人が入り込みやすくなると思います。そうい

う研修などもるーぷらざでやってほしいなと思います。ファシリテーション

研修はやっていると思いますが、地域団体の方々にどんどんそういう講座を

やってもらえれば嬉しいなと思います。会議が変われば地域が変わります。 

 

玉 﨑 委 員：地域別計画を策定する時も参加される方が公募をかけても限定され、結局前
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からやっているメンバーが集まりました。まちづくり協議会自体にも大方の

自治会は参加していますが、マンションとか共同住宅関係には管理組合はあ

るが自治会がないところが多く、自治会があってもまちづくり協議会には入

ってこないということもあり、全体の意見を聞いてこの計画ができあがった

のかというと、多少は疑問があると思います。私は楠小学校区のまちづくり

協議会ですが、楠の場合はまちづくりと言いましても、メインテーマを防災

ということに決めておりまして、それをまずやっていこうということで活動

を進めています。そして地域がまとまってから違うこともやっていけばどう

かということで動いており、地域別計画ができましたが、すぐに色々な取り

組みをするのは難しい状況もあります。そのようなところが楠の課題です。

もう一つは小学校区、小学校区といっていますが、中学校区で動くこともた

くさんあると思います。楠小学校区と千代田小学校区は線路を挟んで西東に

ありますが、横の繋がりがあまり無く、中学校区での動きとの整合性も図ら

なければいけないと感じています。 

 

西 村 委 員：私は小山田小学校区のまちづくり協議会に参加していますが、小山田小学校

区には昔からある小山田という地区があり、財政も豊かであり、色々なとこ

ろで繋がりもありますが、新興のところは府営住宅、マンション、戸建、賃

貸住宅等があることから、全ての地域で一緒に活動を進めていくのは非常に

難しいと感じています。自分のところは自分達だけでできているのに、なぜ

まちづくり協議会にいかないといけないのかなど、入ることで負担だけが大

きくなるように考えている方もいらっしゃり、私もたくさんの方にまちづく

り協議会に参加して下さいとお願いしていますが、設立当時を見ていられな

いことから耳で聞いたことだけで判断されており、行くメリットがあまり感

じられないということを言われます。実際に見ていただいて、これはだめだ

ということになれば納得できますが、そうではありません。私は青少年指導

員として子供の関係からまちづくり会に入らせていただいたので、個人的に

やめますというわけにはいかず、平成２４年から活動を続けています。今、

小山田まちづくり会は新しい形をつくろうとしており、たくさんの方に声を

かけていますが、なかなか入り口に立ってもらうことが難しいと感じていま

す。まちづくりというのは色々な考えや困り事があって、地域によって違い

ます。小山田の困り事は田畑の保管や後継者がいないということですが、サ

ラリーマンにとってはあまり関心がないことになります。そのあたりが非常

に悩ましく思っています。 

 

玉 﨑 委 員：先ほども申し上げたように、楠も旧の楠町や松ケ丘あたりと、新しくできた

地域があり、まちづくりを一緒にやるというのはなかなか難しいということ

で、とりあえず防災について進めていこうということでやっています。今年

も防災訓練を行い、参加団体も増えてきて、段々まとまりつつあるかなと思

っています。これからはまだ参加されていないところに関しても、もっと呼
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びかけをして、参加していただこうと思っています。 

 

永 田 委 員：千代田の場合は若い人をどのようにして巻き込むかということを考えていま

して、子供を動かせば親もついてくるだろうということで、PTAの会長にま

ちづくり会の副会長になってもらいました。そして昨年の夏に千代田寺子屋

を始めて、そこで夏休みの宿題をみんな集まってやろうよということで３回

実施しました。最初は５人しか集まらなかったのですが、最後は子供も増え、

ギャラリーもたくさん来ました。また富田林市の NPO 法人も見学に来まし

たし、学校の教頭先生もずっと来てくれ、結構人気がありました。組織を活

性化させる起爆剤としては、やはり若い人を組織の中に引っ張り込むことが

大事かなと改めて思いました。現在は PTAもまちづくり会の活動もがんばっ

てくれています。どこのまちづくり会の役員の顔ぶれをみても高齢者がほと

んどであり、それでは組織が活性化しないと思います。ですから、いつも若

い人にターゲットを絞って施策を考えています。 

 

久 会 長：先ほど西村委員が子供から入ったということが、きっと手がかりだと思いま

す。楠も防災から入ったというのも同じだと思うのですが、つまり、組織あ

りきではなく、課題とかテーマとかがあり、それを動かしていくためには、

どのような人達が手を繋いでいけばいいかという発想で動いていくわけです。

いわゆるネットワーク型の動き方をするわけですね。ところが、組織型とい

うのは、もう組織があって、自分が一声かければ動く組織を持っているから、

そういう厄介なことに関わってお荷物だけを持って帰るのは嫌だという発想

になってしまうのです。それ故に動き方の違いがあるのだと思います。テー

マからスタートするネットワーク型に切り替えていかないと、なかなか協議

会というのは認知されないのではないかと思います。自分のところだけで処

理できている団体ばかりであれば、きっと協議会の役割はないと思います。

協議会があって助かるという人達が何人出てくるかが重要であり、さっき宝

塚市で本当にやりたい人が手をあげて参加できるようになっていますかとい

う話をしているとお伝えしましたが、役員の時は色々な会合に参加するチャ

ンスがいっぱいあります。でも役員ではない人達も本当は自分達のやれると

ころで何かやりたいと思っているのですが、その受け皿がないのです。でも

役員になってしまうとたくさん仕事が舞い込んできます。それは嫌だが、で

も自分がやりたいことをやろうと思った時に応援してほしい。そこを埋め合

わせてくれるのが協議会の役割ではないかと思います。具体的にいうと、私

がずっとお手伝いをしている大阪市の鶴見区にある榎本地域活動協議会は、

老人会とか PTAとか従来の組織も構成員に入っており、色々なテーマ型、サ

ークル型のグループも構成員に入っています。例えば、よさこいソーランの

チームも入っていますし、それから音楽好きな人達が音楽サロンをやってい

ますけど、そこの実行委員会も入っていますし、子育てサロンの実行委員会

も入っています。どんどんグループをつくって参加してよというやり方をし
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ています。協議会から仕事を持っていくのではなく、協議会が応援できる人

達にどんどん入ってくださいと声をかけ、お金はあるから応援できますよと

いう体制になっています。現在約３００人の規模で榎本地域活動協議会は動

いています。少し脱線しますが、昨年の４月に私の生徒が事務局スタッフと

して雇われました。なぜそこまで運営ができているかというと、昨年の総収

入が１億円を超えているからです。いわゆるコミュニティビジネスもやって

います。介護事業も昨年の５月から始めました。会長と仲が良いので、新規

の協議会で介護事業などできるのですかと聞いたところ、やっぱり地域には

色々な人がいますねとおっしゃって、すでに介護事業所に勤めている方に声

をかけたら、地域のためであれば事業所をやめて、そっちに移りますよと言

ってくれて、その人を中心に地域の事業所をまわしているとのことでした。 

 

波多江委員：今宝塚市の話を聞きましたが、あそこは集合住宅がかなり多いわけですけど、

マンション自体に自治会があるところやそうでないところもあると思います

が、河内長野市においてもマンション等の人が多いところと、平面に広がっ

ているところの住宅地では人数構成が違うわけです。そのあたりの繋がりに

ついてはどうでしょうか？ 

 

久 会 長：宝塚市でも色々なタイプがあります。北側はほぼ旧村だけ、中心街ではマン

ションや戸建住宅もあり、郊外部ではニュータウンだけでできあがっている

ところもありますし、色々なタイプがあります。もう一つ、宝塚市で全ての

まちづくり協議会の役員にヒアリングをした時に、あるまちづくり協議会の

副会長が、いみじくもおっしゃったことがありまして、それになるほどと思

ったのですが、自治会や町会は世帯単位で動いているので世帯から長が出て

きて役を担うが、まちづくり協議会は個人単位で参加しているので、１世帯

から２人、３人と活動に参加してもらっても構わないので、それぞれの動き

方が違うということでした。物事を動かしたり、決めようと思ったら代表制

の方がいいですが、まちづくり協議会は活動を担っていくわけなので、個人

で参加してもらえばいいし、自分達がやれるところを担っていけるような体

制で動いていくのがまちづくり協議会なのです。そうすることで参加人数も

増えてくるのではないかと思います。先ほどの事務局説明の１ページのとこ

ろの課題解決の方向性というのがあり、２ページにはメリット、デメリット

がありますが、これを本当にどれだけの人達がなるほどと思っているかどう

か重要です。負担が楽になりますよとか、担い手が増えますよとか言っても、

本当かなと思われます。でも実際にしっかりとやっているところはそうなっ

ています。ついでにお話しをすると、「“町内会”は義務ですか？」というお

もしろい本がありますが、楽しい町会にしたらどんどん動きがでてきたとい

う話です。同じように「PTA、やらなきゃだめですか？」という本がありま

す。これも義務での活動をやめたことで、どんどん活動に入ってくる人が増

えたという事例です。さっきの PTAにしても町会にしても、動かし方を変え
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ただけで、どんどん参加者が増えたわけです。先ほどからお伝えしているよ

うに、組織が動くのではなく、何かテーマがあって、そこに賛同できる人達

が集まって、協議会の中にグループや部会をつくってもらって動かしていく

というやり方が大事なのかなと思います。そういうグループを増やしていく

ことができれば、協議会の意味合いがどんどん出てくると思います。それが

きっかけで、何か新しい活動を始めたいという人に補助金がうまくまわって

いくようなそういう仕組みができればいいかなと思います。また、後ほどで

てくる市民活動の助成金にも手をあげるグループがいますが、まちづくり協

議会の名をかたって、自分達がやりたい地域のことをやってもらうという形

で、手があげられるようにしていただければいいと思います。 

ほかいかがでしょうか？ 

 

上 石 委 員：私はまちづくり協議会に最近入ったところなのですが、きっかけは地域のボ

ランティアをしていて、メンバーの方に誘われて入ったのですが、入ってみ

ると会議内容も決められていて、なかなか意見が言い辛いというのもあって、

例えば計画のときはブレインストーミングとかをして個々に意見を言い合え

る場があったのですが、どうしてもまちづくり協議会だと年配の方が多く、

横の繋がりはあっても縦の繋がりが無いため、年配の方の困り事と若い世代

の困り事が違ったりしますが、それに対する意見がまちづくり協議会に出て

いても、言えるような感じではなく、どうやって仕組みづくりをしていくも

のなのか私も最近入ったのでわからないのです。このまちづくり協議会は市

が主体で動いているのか、それともまちづくり協議会のメンバーが主体にな

るのか、そのあたりもよくわからなくて、何が目的なのかも見えなくて、難

しいなと思うことがあります。 

 

久 会 長：実は先ほどワークショップとかホワイトボードミーティングをすれば地域が

変わると言う話をしましたが、これは私が言っていることではなくて、明石

市でまちづくり協議会の立ち上げを手伝っているコミュニティ創造協会とい

うのがあり、そこの事務局長がまさしく、その話をされたのです。その方は

加古川市でるーぷらざと同じように市民活動の支援をずっとされている方で、

たまたまお声がけがあって、明石市ではコミュニティ支援をされているので

すが、市民活動のやり方を地域活動に持ち込もうとされました。この前も宝

塚市にきていただいて、どのようにコミュニティ支援をしていけばいいかと

いうことで、明石市の事例をおっしゃっていただいた中で、今日ここにもホ

ワイトボードがありますが、このホワイトボードまでの２メートルが遠いと

いう面白いお話をされました。それでどういうことですかと聞いたら、先ほ

ど上石さんがおっしゃっていたように、今まで通りの男性陣中心の会議をし

ており、そこでホワイトボードを使って下さいという機会があり、どのタイ

ミングでホワイトボードミーティングに切り替えていけばいいかの間を図る

のがすごく難しかったが、一旦ホワイトボードミーティングができるように
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なると、何でもかんでもホワイトボードを使いながら会議をするようになっ

ていったという話をされていました。そうすると上石さんのような、どこで

話をしたらいいのだろうという悩みもどんどん解消していけると思います。

だから先ほどから申し上げているように、会議のやり方を変えれば地域の動

き方も変わってくる。もっとストレートにいうと、今まで通りの会議は話し

合いではなくて、了承のための会議なのです。報告してこれでいいかと聞い

たときに、ちょっと待って下さいというと、何を言っているのだという話に

なりますよね。いいですっていうことをみんなに認めてもらうために会議を

やっていると思います。でもそうではなくて、違う意見を出していただいて、

違う意見が出てきたことによって、自分の意見が反映されるように変わって

いくような、そのような地域になってほしいと思います。そうすると、もっ

とたくさんの人が来るし、自分の意見が反映できるという実感を持てれば、

もっと参加者も増えていくはずです。だからそこに気づくかどうかというこ

とが大事だと思います。でも一方で、時間の無駄だという話が出てきます。

みんなで集まって話し合いをしていると時間だけが経っていくので、それよ

り一部の人間が決めてしまったほうが早いという話になると、みんなで意見

交換をする会議を無駄だとおっしゃるのですね。そこの意識を変えてくださ

らないことには、なかなか協議会の動きがうまくいきません。協議会がその

きっかけになってほしいのですけど、実は新たな従来型の組織が増えただけ

という話になってくると、何のためにつくったのかという意味合いが全く消

えてしまいます。西村委員は何か子供達のために動きたい、でも誰に声かけ

たらいいのだろうというときに、協議会に一度話をしてみようという話にな

ったのではないですか。 

 

西 村 委 員：今、久会長がおっしゃっているように同じような会がいっぱいあります。福

祉委員会にしろ老人会にしろ、それらの手を繋がせてくれるところがなくて、

５，６年ずっと探していて、３年位前から福祉委員会にも参加しました。ま

ちづくり協議会も含め色々なところでお声がけをしたところ、昨年の夏休み

の子供教室に３０人ほどが手伝いに集まってくれて、府教委のほうからもど

うやって集めたのかという話になりました。だけど、どのようにして集めて

きたかというと、助けてよということしかなかったのですが、まちづくり協

議会が中心になり、色々な人がここへ助けを求めたら、何かかが返ってくる

ような団体になればすごくありがたいなと思います。実際、全部が全部では

ないですが、月日をかけないと解決できないこともありますし、行政との繋

ぎ役といっても、何もかも行政がまちづくり会の活動に許可を出すわけでも

ないし、ｗｉｎ－ｗｉｎの関係がつくれれば色々なことが前に進んでいくと

思うのですが、あまりメリットを感じていられないのか、行って何が得する

のかというところから入られる方もいらっしゃいます。そこで、その方達の

気持ちを変えるにはどうしたらいいのかと考えました。私はまちづくり協議

会に来たら楽しいよ、お友達もできるよということでお声がけをし、何人か
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の方に来ていただいていますが、やっぱり自分の思いが通じたり、何か発言

をできたら、また来てもらえます。４０代の悩み、５０代の悩み、６０代の

悩みもそれぞれ違うし、子育て世代は子育てについての悩みがあり、少しの

時間でも子供を見てくれるところを求めている方もいらっしゃいます。また、

世代が変わってきて、私が一番しんどいなと思っているのは、小山田小学校

区では農家の方もいらっしゃいますが、体が動く間は現役であり、定年がな

いことから、なかなかまちづくり協議会にご参加いただけません。一方、サ

ラリーマンをされていた方は６０歳なり６５歳で定年になり、次に何をしよ

うという時間と経済的余裕との両方が出てくるから、まだ参加してもらいや

すいのかなと思います。地域のみなさんには、必ず何か求めているものがあ

るので、そこを上手に引き出せたら、来年のこの会議でこういうことができ

ましたと言えるかなという思いを持って久会長のお話を聞かせていただいて

いたのですが、この懇談会では素晴らしいヒントをたくさんの方にいただけ

るのでありがたいなと思っています。どこの地区も色々な悩みを持っていて、

でもなかなか言える場所がなく、困っていました。 

 

久 会 長：先ほど榎本地域の話をした中で音楽サロンの話をしました。月に１回の井戸

端会議をやっていますが、その２回目ぐらいの時にある方が、私は音楽好き

で、いつも高槻市のジャズストリートに行っているのですが、榎本地区も音

楽でいっぱいの街になったらいいよねとつぶやいたのです。すると、何人か

がおもしろいね、それならできるのではという話になって、そこから実行委

員会の原型ができました。活動を進める中で、音楽サロンの１回目はどこで

するの、また会場が無いなという話をしていたら、そこへ会長が来て、知り

合いに社長がおり、会社の下に社交ダンスができるホールをつくったので、

音楽サロンに使えるか聞いてみるということになりました。結果、地域のた

めになるのであれば使って下さいとなり、トントン拍子に進みました。次に

会場は決まったけど演者が決まっていない、さあどうするという話になり、

今の事務局長に私も入れ知恵したのですが、音楽の先生に頼めば何か演奏し

てくれるのではという話をしました。実際に頼んだところ、実は先生が友達

とデュエットで色々なところで演奏会をしているということがわかり、演奏

をしていただけることになりました。みんながこのようにネットワークを使

って活動すると、３カ月後に１回目の音楽サロンが開けたのです。これに参

加しておもしろいなという方が多くいらっしゃり、じゃあ実行委員会に入り

ませんかと呼びかけたとこと、どんどん増え、今では４０回を超える恒例イ

ベントになっています。この音楽サロンは音楽好きの人達が勝手に集まって、

次はどこで何をやるという話を持ち出しているわけですよね。あかんってい

う話ではなく、前向きに議論をしていって、私はこれを手伝える、こういう

人には繋げられるなど、どんどんプラス思考で話をしていけば、色々なこと

が動き始めると思います。そしてそういうものを温かく受け入れてもらえる

ような協議会であってほしいですよね。難しかったら難しいで返せばいいで
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すが、こういうところが難しいので、誰か支えてくれる人がいたらいいです

ねなど、前向きに返してあげると次の展開が見えてくると思います。吹田の

北千里でも井戸端会議をやっていますが、ある方が千里市民マラソンという

のをやっていまして、有森裕子さんも来ているのに全然盛り上がらないとい

う話になったので、もっと盛り上げないといけないと話をしたところ、まわ

りの人が文句を言っているだけでなく、言い出したのだからあなたが動いて

もらわないと協力もできないと返されました。それで次の月に、ここまでが

んばったけど、ここが足りないので助けて下さいということになり、みんな

で応援することになったのですが、困っていることを誰かに助けてもらおう

というだけでは困る、ここまではできるがこの部分が足りないということを

言ってもらえれば、足りない部分を誰かがサポートしてくれるかもしれない

というような雰囲気を地域の中で協議会が中心でつくっていければいいので

はと思います。私なんかがよく言うのは、顔が見えるインターネットみたい

なもので、投げ込んだら誰かがコメントを返してくれる、また、それをどん

どん活用していけば、意外なところの人達と繋がっていける。そんなことが

協議会の中心的な活動でもいいのかなと思っています。 

      ほかいかがでしょうか。事務局から委員にお聞きしたいことはありますか？ 

 

緒 方 課 長：自治会等に協議会の活動についてご理解をいただくのが難しくて、言葉が少

し悪いですが、好きな人が好きなことをやっているというように思われるこ

とがあり、そこで終わらせてしまわないような動きというのをどのようにも

っていけばいいのか、ご意見があればお願いします。 

 

久 会 長：好きなことをやるのは結構です。それが地域のためになればいいのであり、

そこがポイントだと思います。好きなことを勝手して地域に迷惑をかけると

問題ですが、好きなことが地域のためになるのであれば、どんどんやってい

ただいたらいいと思います。逆にいうと、やりたくもないことをやらされる

から自治会を脱退する方が多いわけです。行政ももう少しきちんと整理をし

た方がいいですね。好きな人が好きなことをやっていることが悪いわけでは

ないので、そこは自分の価値観を人に押し付けているからトラブルになるの

ではないでしょうか。あいつらは好きなことだけやっていいよな、私らは好

き嫌いじゃなくてやらないといけないことをやっているのに、というところ

から溝が生じていないかなという気がします。一つ冗談で家事を事例にした

話をしますが、家事には洗濯、掃除、食事の準備や片付けなど色々なことが

ありますが、全部好きだという人は誰もいないと思います。掃除が好きな人

は全部を掃除するが、その代わりに洗濯が好きな人は全部洗濯をしてねとい

うように仕事をシェアできたら、みんなが好きなことだけをして家事をまわ

せると思いますが、地域活動もこれでいいと思います。そこで、本当に誰も

やりたくないがやらないといけないことが出てきたら、それはその時に考え

ていけばいいのではと思います。もっと極端にいえば、今までの活動の中で
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本当にしなければいけない活動をちゃんと評価して精査してやっていますか

という話もあります。例えば言い過ぎかもしれませんが、夏祭りは恒例行事

ですが、夏祭りはみんなしないといけないと思ってやっているかどうかとい

うことで、やめて誰が困りますかということです。というように本当になく

てもいいような行事というのは全体の半分ぐらいはあるのではないかと思い

ます。そういうところから私は、できる方にやってもらえるような体制作り

をしていくことが必要であると思っています。福祉の活動ではそれは許され

ないですが、さっきの音楽サロンなんて典型ですよね。元々無かったですが、

できればみんなが楽しくて集まってくる。そして実行委員会のメンバーも増

えてくる。そこをちゃんと支えてあげようという協議会がある。そういう関

係が大事かなと思います。少し余談になりますが、大学でオープンキャンパ

スがありますが、初代の委員長が私だったのですが、手上げ方式でやりたい

先生にやりたいことをやってもらえるようにしていたのですが、委員長が変

わってやり方も変わって、たくさん出ている人とそうでない人に差があるの

で分担制にしませんかという話になりました。私なんかは高校生の相手をす

るのが大好きなので、毎回でも楽しくてやっているのですが、今度は出なく

てもいいですよということになり、出たくて出ている人に出なくてもいいっ

ておかしくないですかとお返ししたことがあるのですが、出たくない先生は

一度も出ていないですし、私みたいに出たい先生はずっと出ているし、それ

はそれでいいのではと思います。別に負担感がアンバランスだとかは関係の

ない話だと思います。地域の活動も同じようになっていないかということで

す。根本の発想から見直していただいたほうが、糸はほぐれていくのではと

思います。 

      ほかはよろしいですか？これは継続して話をしていかないといけないと思い 

      ます。 
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②協働事業の促進について 

※資料３に基づき事務局説明 

 

久 会 長：何かご質問ありませんか？ 

 

湯川副会長：協働事業推進員という立場の方がいませんでしたか？そういう方がこの事業

の中でどう位置付けられているのか、せっかくそういう仕組みがあるのに全

然活かされていない気がして、そのあたりがもったいないと思ったことと、

やっぱり市設定テーマが少ないということと、募集をしても応募が少ないと

いうのはお互いメリットを感じていないからではないかと思います。自分た

ちの事業がこう変わったとか、行政側も市民とやれば効率的になったとかあ

ればいいですが、お互い実感がないというのが結果であれば、そのあたりが

課題なのかなと思っていて、取り組みの方向性をもう少し議論した方がいい

のではと思いました。 

 

久 会 長：おそらく提案制度だけの話ではないですけど、もっと根本的に協働の体制が

実際にとれているのかというところです。情報提供ですが、これも宝塚市の

事例ですが、協働のまちづくり促進委員会は、ほとんど市民ばかりですが、

そこは何をするにも協働でという体制になっています。一番最初に協働の指

針をつくり、これを何とか広めていこうということで、説明会など職員向け

の研修をしたのですが、全部委員会のメンバーで企画運営をしました。市役

所のイベントだけど、企画運営をしているのはほぼ市民です。そういうこと

ができあがってきて、その延長上でこの前、宝塚市の総合計画を作り変えた

のですけど、総合計画の説明会をやりたいということになって、担当係長が

１人で悶々と悩んでたので、協働のまちづくり促進委員会のメンバーに声を

掛けたら一緒にやってあげるよという人が何人もいるから声を掛けたらどう

ですかと言いました。すると、実際に声をかけたら１０人ぐらいが集まり一

緒に企画してフォーラムを開きました。そうなってくると、受付から設営、

運営まで全部市民が関わってくれて、市役所の職員は非常に楽ができたわけ

です。係長は非常に喜んでいて、これからは企画課もどんどん市民に仕事を

投げかけたいという話になりました。そのように市民が企画段階から入れる

ことが河内長野市でどれだけやってきたかということです。自治協働課はや

ってきたと思いますが、それ以外のところで、そういうことを増やしていた

だく、市民と一緒にやったら自分たちもメリットがあるよという感覚をどれ

だけ職員に持ってもらうかがポイントだと思います。お互いまだ顔が見えて

いないのではないでしょうか。市民側も職員の顔が見えてないし、職員側も

市民の顔が見えていないです。どれだけ協働ができますかの前に、声掛けた

ら動いてくれる市民が何人いるかというアンケートをかけたら面白いなと思

います。そういう市民をたくさん持っている人は当たり前のように協働がで

きる人です。 
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センターとか会館は指定管理にどんどんまわしているので、職員さんが直に

動くということが少なくなっているわけです。そこもまずいのではと思いま

すね。会館センター行事は本来職員と市民が一緒に動ける一番のチャンスだ

と思うのですが。 

ほかいかがでしょうか？ 

今、私がお伝えしていることで、面白いことができあがっているのは尼崎市

なのですが、毎年８月の第１土、日曜日にみんなのサマーセミナーというイ

ベントを開催しており、実行委員会が２００名を超しています。半分職員で

半分市民で構成されていますが、たまたま私立百合学院の先生も入っている

ので中高生も実行委員会に入っていただいて一緒に動き始めているのですが、

何をやっているかというと、その土日に私立百合学院の校舎を借り切って、

生涯学習の見本市みたいなことをしています。それぞれの講座を時間割でや

っており、一昨年が１５０講座、２日間で参加者が３,０００人で、昨年が３

００講座、参加者が３,５００人でした。それを実行委員会でまわしており、

今年は市長が１コマ任せてよということで、自らが語る講座を行いました。

くろまろ塾を全部市民にやってもらうという感じです。外に出せる仕事や出

したい仕事がどれだけありますかと聞いてみたらどうですか。企画の段階か

ら全部お任せしたらもっと楽になるのにというようなそんな仕事がもっとあ

るような気がしますけど。 

 

湯川副会長：行政の方と色々と協働で事業を行う中で、文章一つにしても全然違うので、

どこまで行政に折れてもらうか、またこちらもどこまで近づけるかというの

がジレンマです。文化が違う中で、行政はお金を出している側なので、これ

ぐらいの文章を作ってもらわないとだめだよとか怒られたりするのですが、

こちらとしてはそういう文化があまりなかったので、一つ一つ必死に作って

いるわけです。協働事業にしてもお互いの文化の中でどこまで歩み寄ればい

いのかなと思いますし、私達は行政になる必要もないし、それを求められる

なら職員にしてくださいということになりますし、そのあたりの事務的な話

のジレンマはいつもあって、そこで NPO 側もそれならば自分達でやります

という発想になるため、なかなか協働がうまくいかないのかなと思ったりし

ます。 

 

久 会 長：自治協働課としては協働の事例を作りたいと思っていますけど、先ほど湯川

副会長がおっしゃったように、協働じゃなく勝手に動いた方が楽ということ

で、勝手に動いている方もいらっしゃるわけです。それはそれで機嫌よくや

っているならいいのではと思います。具体的にいうと、茨木市はそういう方

がいっぱいいます。３０代や４０代の事業者が中心になっている茨木アート

センターというグループがあるのですが、彼らはアートがらみのイベントを

されており、定例化しているのが２月ぐらいに市民会館のエントランスに自

分達の知っている現代アーティストに作品を作ってもらっての展示です。そ
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れをアートセンターのグループと文化振興財団と一緒に実施しています。だ

からさっきの地域活動と同じで、やりたい人が勝手にまわしていけるのが茨

木市です。高槻市では５月３、４日、次の５日は茨木市音楽祭をやっていま

すが、これはほぼ市民が実行委員会で動かしていますけど、事業者も入って

いるのでお金も出してもらえるわけです。１００万円ぐらい寄付で集まって

います。そのようなものがどんどん増えていけばいいなと思っています。 

先ほどの湯川副会長の話ですが、文章は私たちが作りますと言ってもらうの

が一番いいですね。やりたいことだけ言ってください。市役所の文章は私た

ちが書きますという関係がいいですね。 

脱線話になりますが、今年からマイナンバーが導入され、色々な市役所と関

わっていると、市役所によって提出のさせ方が違うのです。中でも一番カチ

ンとくるのが、行政側の都合で書かせているのではというものがあることで

す。私たちにカードを見せてもらえれば全部市役所でやりますよというとこ

ろがある一方で、コピーをとってはさみで切って貼れというところもあり、

その違いが協働の姿勢の表れなのかもしれません。自分の視線で物事を考え

るのか、また相手に何かお願いするときに、どのようにすればスムーズにや

っていただけるかを考えていく姿勢を持っているか、そこが重要だと思いま

す。これも制度とか事業の話ではなく、根本的に協働ということがストンと

落ちるような姿勢とか関係づくりをどのようにすればいいのかというところ

からがスタートではないかなと思います。 

もしそういう関係ができてくれば、色々な職員がおすすめしてくれると思い

ます。そちらの事業は申請してもらえればうちと一緒にできますよと声がか

かっていけば、もっと申請数も増えてくるのではないかと思います。 

 

湯川副会長：市設定テーマは行政が出してくる課題で募集すると思うのですが、実際現場

の NPO 法人とか市民活動をやっている方の課題とギャップがあるので、だ

から代弁されている気にならないのではと思います。行政が困っているだけ

のテーマを設定しているので、市民に響かないと思います。なので、テーマ

設定をする前にコミュニケーションをとり、実際の現場の課題と行政の課題

をすり合わせた上でテーマ設定をしないと響かないと思います。 

 

玉 﨑 委 員：市設定テーマが今年１点ですが、職員がどうこの制度を思っているのか疑問

です。こういういい制度があるので、市民に目を向けて色々と把握してテー

マ設定をすべきだと思います。あとは、自由提案がないのは PR不足かなと。

いい制度だから市をあげて取り組んでいく仕組みをつくらないといけないと

思います。 

 

上 石 委 員：私は株式会社をしているのですが、株式会社でも公益活動をしている会社に

あてはまるのかなど、そういうところもわかりづらいので、どうしても市民

公益活動と言えば NPO 法人とかが当てはまると思うので、私の会社には関
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係ないと思うのですが、やっていることは買い物代行や家事代行なので、そ

の高齢者の方に必要な事業なので、当てはまるのかなとか思います。 

 

久 会 長：そのあたりも市役所の都合です。株式会社も色々なところがあるので、選別

するのが難しいです。そうすると、まず法人格があるかどうかで選別をして

おけば自分達が楽ということになるのです。でも法人格じゃなくて、やって

いる事業で公益性があるかどうか判断してもらえるような仕組みづくりをし

ていただきたい。ちなみに河内長野市は株式会社も募集できましたか？ 

 

事 務 局：はい。５人以上の団体であることが申し込み要件です。 

 

久 会 長：ほかいかがでしょうか。 

河内長野市は市役所の職員さんが自分たちで回すことが多いので、もっと市

民に振ればいいのにと思います。全部職員がやるので市民もそれにのっかっ

てお客さんになったらいいよという関係になってないかなと思います。もっ

と一緒に考え動かしていけばいいと思います。だから来年度の事業の中でど

れだけ市民と一緒にできるかということを考えていだだきたいです。千葉の

我孫子市は行政だけでやらないといけない時に理由書を書かなくてはいけ

ません。理由書が書けない場合は市民と一緒にやらなければいけないという

体制ができており、今の河内長野市は逆で市民と一緒にやるときに理由を聞

いていると思います。資料の中に、人権推進課が講演啓発パネルの手伝いを

してほしいと書いていますけど、この事業の企画から協働でやってもらうと

いいかなと思います。 

 

 


